
トールプラス Wオープンベビーベッド
トールプラスWオープンミニベビーベッド

取扱説明書
この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。

ご使用前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。また取扱説明書は大切に保管してください。

組立ボルトは定期的な締め直しが必要です。

動画を見ながらカンタン組み立て 動画は右記のQRコード
からアクセスできます。https://youtu.be/xmX-22XpitQ
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安全にご使用いただくために必ずお守りください
この取扱説明書では、危害や財産への損害を未然に防止するために、「警告」「注意」を以下の定義で用います。

警告…人が死亡または重傷を負うおそれがあります。

注意…人が軽傷および物的損害を負うおそれがあります。

対象月齢は、24か月以内の乳幼児です。

ベッド使用時にはキャスターのロックをかけてください。

乳幼児がつかまり立ちできるようになったら (概ね出生後５か月以上 )、床板上面から上さんまでの高さが

60cm 以上になるように調節してください。

乳幼児の頭幅がさんの組子間及び組子と支柱の間隔より小さい場合は、十分注意してください。

床に傾斜や段差があるような水平・平坦でない場所や屋外で使用しないでください。

開閉式又はスライド式にあっては、扉の使用を終えたら、枠を所定の位置に必ず固定してください。

柱や枠に腰をかけたり、ぶら下がったり、ゆすったりしないでください。

ひもなど危険な要素のあるものは取り付けないでください。

ベッドの外側及び内側には、乳幼児が足をかけるようなものを置かないでください。

ストーブなどの火気・危険物の近くで使用しないでください。火災・やけどのおそれがあります。

故障、破損等の状態で使用しないでください。

同時に二人以上で使用しないでください。

マットレス、敷布団などは、本体との間にすき間を生じないもので、適度な硬さを有するものを使用してください。

SG マーク制度は乳幼児用ベッドの欠陥によって発生した人身事故に対する補償制度であり、補償制度の対象と

なるのは、乳幼児用ベッド本体だけであり、マットレス、ふとん、ベルト等が付いている場合、それらは対象外

となります。

保護者の目の届く範囲で使用してください。

扉などの開閉部分に手足を挟まないように注意してください。

組み立て後、ボルトなどネジ類にゆるみがないか時々点検してください。

ベッドの上で飛びはねるなど、過度の荷重をかけないでください。

外から力をかけないでください。転倒の危険性があります。特にお子さまが乗っている場合は注意してください。

また乳幼児が乗っていない場合を含み、幼児が外から手をかけたり、よじ登ったりしないように注意してください。

本製品は国の安全基準に適合したベビーベッドですが、万が一お子さまがよじ登ったりする場合、ご使用を控える、

または安全に配慮してご使用ください。

フローリングや畳など傷つきやすい床面で使用する場合は、必ずカーペットなど敷物の上で使用してください。

床面のキズ・破損につながるおそれがあります。

移動の際はキャスターのロックをはずし、段差がある場合は本体を持ち上げてください。

本製品に取り付けられているステッカーを剝がさないでください。安全に使用できなくなったり、塗装が剥がれ

たりするおそれがあります。なお、ステッカーなどを剥がすと、補償の対象外となります。

ビニール袋・梱包材などは、速やかに廃棄してください。窒息事故などにつながるおそれがあります。

ボルト・ナットなどの組立部品をお子さまの手が届かない場所に保管してください。お子さまが誤飲するおそれ

があります。

本製品は一般家庭用商品です。業務用などその他の用途では使用しないでください。

本製品および付属品を廃棄する場合は、各自治体の指導に従って処理してください。

枠の所々に穴がありますが、構造上安全向上の為、タッカー (釘 ) を打った跡で、キズではありません。
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部品表（名称と個数） 

後枠×１

つま枠×１ 開閉扉付つま枠×１

前枠×１

スライド枠×１

床板×１

六角レンチ
×１

スパナ
×１

キャスター
（ワッシャー付）

×４

床板受け
ボルト・ナット

×４
スライド枠止めワッシャー

×２

前枠

スライド枠

つま枠

開閉扉付つま枠

後枠

床板

完成図と各部品の名称

小物フック
×１

組立ボルト
（ワッシャー･スプリングワッシャー付）

×8

45mm

取付ボルト
（ワッシャー･スプリングワッシャー付）

×1

25mm

スライド枠止めボルト
×２

20mm

図は簡略化されており、実商品と異なる場合があります。組み立て前に、部品がすべてそろっているかご確認ください。
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組み立てのご注意

六角穴
六角レンチ

ボルトがネジ穴にはまらない時は、一度ボルトをゆるめてください。
再びボルトをネジ穴に対しまっすぐに入れて、
手でゆっくりと締め直してください。

無理に六角レンチで締めるとボルト・ネジ穴または木部が破損します。

組立ボルト

・組み立ては、必ず大人2人以上で行ってください。
・組み立て時は、水平な場所にやわらかい布などを敷いてください。本製品や床が傷つくおそれがあります。
・組み立て時は、部品の転倒や手足への落下などでケガをしないよう注意してください。
・組み立て部品(ボルト・ナットなど)の鋭利な部分でケガをしないよう注意してください。

　　
各種金具類の使用方法
・六角レンチの使い方
　六角レンチをボルトの六角穴に奥までしっかり差し込み、
　ボルトに対して垂直に力をかけながら締めてください。　
　※ゆるめる場合も同様

・ボルトを締める際に、はじめの２～３回転は手で締めて
　まっすぐ入ることを確認してから、六角レンチを使用し
　てください。

つま枠

前枠・後枠
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1．つま枠と後枠を組み付けます。
後枠の内側シールとつま枠のスライド枠溝を内側に配置します。
組立ボルトを使って後枠の内側から組み付けてください。

組み立て方
＜イラストはレギュラーサイズを採用していますが、ミニサイズも同様の手順で組み立てできます。＞

つま枠と開閉扉付きつま枠は左右どちらでも取り付けできます。
お部屋のレイアウトに合わせて選択してください。

組立ボルトを締める際に後枠を少し浮かせると、組立ボルトが取り付けやすくなります。

point

point

後枠の内側・外側の方向に注意してください。
床板受けボルト穴が２段彫り加工になっている方が外側です。

内側

※２段彫り加工

外側 （側面図）

point

内側シール

開閉扉付つま枠

つま枠

スライド枠溝

後枠

組立ボルト

↓内側

スライド枠溝
（内側にあります）
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スライド枠

スライド枠のスライドガイドピンをつま枠のスライド枠溝の丸い穴に差し込んでください。

スライド枠のラッチを内側にひっぱりながら、スライド枠を上側にスライドさせてください。
上側へスライド後、ラッチで必ずロックしてください。

2．スライド枠を組み付けます。

スライド枠のラッチにプラスチックストッパーが取り付けられています。
取り外して組み立ててください。

取り外したプラスチックストッパーは、
お子さまが誤飲しないように廃棄してください。

プラスチックストッパー

ラッチ スライド枠

必ずスライド枠を左右平行に保ったまま上側にスライドさせてください。
スライド枠のスライドガイドピンがつま枠のスライド枠溝の丸い穴に正しく差し込まれていない
場合やスライド枠が斜めに傾いた状態で無理に動かすと、スライド枠溝が破損するおそれがあります。

スライドガイドピン

スライド枠溝
の丸い穴

スライド枠溝

ラッチ

安全シールが貼ってある方が外側です。
point

スライド枠

安全シール
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スライド枠

スライド枠止めボルトを使って、つま枠のスライド枠溝の真下にあるネジ穴にスライド枠止めワッシャーを
取り付けてください。

3．スライド枠止めワッシャーを取り付けます。

スライド枠止め
ボルト&ワッシャー

ボルトがネジ穴に入らない場合は一度ボルトをゆるめてください。
再びボルトをネジ穴に対してまっすぐに入れて、手でゆっくりと締め直してください。

前枠の内側・外側の方向に注意してください。
床板受けボルト穴が２段彫り加工になっている方が外側です。

point

point

前枠の内側シールを内側に配置します。
組立ボルトを使ってスライド枠の内側から組み付けてください。

4．前枠を組み付けます。

内側シール
（内側に貼ってあります）

↓内側

内側

※２段彫り加工

外側（側面図）

スライド枠溝

スライド枠止め
ボルト

スライド枠止め
ワッシャー

ネジ穴

組立ボルト

前枠
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5．本体を寝かせ、キャスターを取り付けます。
キャスターをつま枠の下側に差し込み、手で締めてください。
木部にキャスターの根本が接したら、スパナで軽く締め付けてください。

締めすぎると木部が破損する可能性があります。

ワッシャーをキャスターの根本に押し込んでください。

キャスターの根元を回してください。
point

point

キャスターをうまく取り付けられない場合

キャスター
（ワッシャー付き）

ワッシャー

キャスター
の根元

スパナ
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床板受けナットと床板受けボルトを前枠と後枠に取り付けてください。
床板受けナットの平面を水平に保ったまま床板受けボルトを締めてください。

6．本体を起こし、床板受けボルト・ナットを取り付けます。

お子さまがつかまり立ちできるようになったら（概ね出生後 5か月以上）、床板を４段目に
取り付けてください。落下や転落によるケガのおそれがあります。
床板の高さ調節については、P.11 の「床板の高さ調節方法」を参照してください。

スプリングマットなどを使う場合は、スプリングマットの厚みに応じて、床板を下段に取り付けて
ください。落下や転落によるケガのおそれがあります。

床板受けナット床板受けボルト

床板受けボルト・ナットの使い方

床板受けボルトから床板受けナットを取り外して使用してください。

床板の位置は 4段階調節できますので、お子さまの成長に合わせて高さを設定してください。
床板の高さについては、P.11 の「床板の高さ調節方法」を参照してください。

最後にプラスドライバーでボルトを締め付けてください。

※プラスドライバーはお客さまにてご用意ください。

床板受けナット

床板受けボルト

2段目

4段目

1段目

3段目

床板受け
ボルト・ナット

床板受け
ボルト・ナット

後枠

前枠



7．床板を乗せます。
床板を床板受けナットに乗せ、すべてのボルトを締め付けたら完成です。

完成図

スライド枠を下側にスライドさせてから行うと乗せやすくなります。

床板の長面を下に向けて床板を枠内に入れ、手前の床板受けナットに乗せます。
床板を反対側の枠にある床板受けナットに乗せます。

point

point

床板

床板

（表）

（裏）

9
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ラッチ ラッチの金具

開閉扉 スライド枠

スライド枠のラッチを内側にひっぱりながら、スライド枠を下側にスライドさせてください。

スライド枠を下側にスライドさせます。

ラッチ

ご使用後は、スライド枠を必ず上側の所定の位置に戻し、ラッチがロックされていることを
確認してください。

スライド枠の開閉

開閉扉付つま枠 開閉扉の開け方

ラッチを内側にひっぱりながら、開閉扉を手前に倒します。

扉を閉める際は開閉扉付つま枠にあるラッチを内側にひっぱり、左右の柱にラッチの金具があたらないよう扉を閉めて、
ロックしてください。

ラッチ

開閉扉
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床板受けボルト・ナットの位置を変更します。
床板と床板受けボルト・ナットを取り外してください。
床板受けボルト・ナットを変更したい段に取り付け、床板を乗せてください。

床板の高さ調節方法

お子さまがつかまり立ちできるようになったら（概ね出生後 5か月以上）、床板を 4段目に取り付けて
ください。落下や転落によるケガのおそれがあります。

床板受けボルト・ナットの取り付けについては、P.8 の「組み立て方」手順 6. を参照してください。
床板の乗せ方については、P.9 の「組み立て方」手順 7. を参照してください。

床板受け
ボルト・ナット

床板受け
ボルト・ナット

後枠

前枠

床板の位置は 4段階調節できます

2段目（床から床板上面まで約 69cm）

4段目（床から床板上面まで約 53cm）

1段目（床から床板上面まで約 75cm）

3段目（床から床板上面まで約 63cm）

床板受けナット

床板受けボルト

床から床板上面
までの高さ
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小物フックを取り付けます。
小物フックは、つま枠の上部または開閉扉付つま枠の下部に取り付けることができます。
取付ボルトを使ってフックを取り付けてください。
※小物フックは１つです。

下

開閉扉付
つま枠

小物フック

小物フックを使用する場合

取付ボルト

上

つま枠
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使用上の注意

・乳幼児用ベッドから保護者が離れる場合は、必ず開閉扉に確実にロックがかかっている事を確認してください。

・本製品を壁際に置く際は、必ず壁との間にすき間をあけ、通気性のよい状態でお使いください。

・大人が腰をかけたり、過度な荷重をかけたりしないでください。故障の原因になります。

・本製品は天然木でできているため、極端な寒暖差や過度の乾燥・湿気により変形・変色するおそれがあります。

・直射日光のあたる場所や、冷暖房の風が直接あたる場所には置かないでください。変形・変色のおそれがあります。

・定期的にネジのゆるみや各部に異常がないかを確認してください。ネジがゆるんでいる場合は必ず締め直すなど、

　各部に異常が見つかった場合は、そのまま使用せず適切な処置を行ってください。

・箱を開けた際においがこもっている場合は、直射日光のあたらない風通しのよい場所にしばらく置いておくと、

　においは抜けます。それでもまだにおいがある場合は、木そのもののにおいであり、身体に害などはありません。

塩化ビニール製(PVC)のボールや玩具は、塗装を溶かすおそれがある為、長時間の接触はさせないで

ください。

床板の上に敷くマットや敷布団は、頻繁に干してください。

干さずにそのままお使いになると、床板などにカビが発生するおそれがあります。

お手入れ・点検の仕方
・お手入れの仕方

日常のお手入れは乾いた柔らかい布でふいてください。汚れがひどい場合は中性洗剤を薄めた液を布に浸し、

　よく絞ってから汚れをふきとり、乾いた布で水分を残さないようにふいてください。

　＊ 水にぬれたままで放置したり、高濃度アルコール、シンナー、ベンジン、化学ぞうきん(マイクロファイバー

　　クロスなど)、研磨剤などを使用しないでください。変形・変色・塗装面を傷つけるおそれがあります。

・点検の仕方

ボルトのゆるみ、木部の割れ、異常音など、ご使用前に必ず確認してください。

　各部に異常が見つかった場合は、そのまま使用せず適切な処置を行ってください。処置しても直らない場合は、

　販売店または弊社までご相談ください。

　締め直しの前に、組立金具や六角レンチに異常がないか確認してください。

　六角レンチが摩耗したり紛失した場合は、市販の六角レンチ(太さ4 mm)もお使いいただけます。
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床板高さ

構造部材

塗 装

生 産 国

製 造 元

：約 75、69、63、53 cm  （4段階調節）

：天然木

：ラッカー塗装

：中国

：株式会社 大和屋

本体寸法
床板寸法

：約 幅 128 ×奥行き77 ×高さ 117 cm (小物フック含む)
：約 幅 120 ×奥行き70 cm

トールプラス Wオープンベビーベッド

本体寸法
床板寸法

：約 幅 98 ×奥行き67 ×高さ 117 cm (小物フック含む)
：約 幅 90 ×奥行き60 cm

トールプラス Wオープンミニベビーベッド

商品名：トールプラス Wオープンベビーベッド
　　　　トールプラス Wオープンミニベビーベッド

5

8

PSC･SGマークつきベビーベッドの特徴

❶ SGマークが記載されているベビーベッドは主として、家庭において出生後24 か月以内の乳幼児の睡眠又は保育に使用する

　ことを目的として設計されたものです。ただし、搖動型のものはふくまれていません。またマットレス・敷布団などは

　対象外となっています。

❷ SGマークが表示されているベビーベッドの種類は、大別すると、「ベッド専用のもの」と「サークル兼用のもの」の

　二つに分けられます。

❸ サークル兼用のもの以外は、床板の上面より30cmの高さまでの範囲には幼児が足をかけるような構造物は、一切ついて

　いません。

❹ 組子(さん)間や組子と支柱間の間隔は、乳幼児の頭が入らないような構造(8.5cm以下)に

　なっています。

❺ 床板の上面から上さんまでの高さは、

　60cm(サークル兼用のものは35cm)以上

　になっています。

❻ 床板は、使用時に容易にはずれないようなしっかりとした構造になっています。

❼ 床板、前枠および後枠、組子などは、所定の強度を保持しており、乳幼児がベッドの上であばれたり、保護者が枠により

　かかっても、十分に耐えられるようになっていますが、保護者は床板に腰かけないでください。

❽ 合成樹脂製品、合成樹脂塗料、繊維製品などを使用しているものについては、食品衛生法や有害物質を含有する家庭用品

　の規制に関する法律等による規制基準を参考として、その安全性が確認されています。

SGマークが表示されているベビーベッドは、次のような特徴を備えています。

8.5cm以下

60cm
以上

35cm
以上

床板

上さん

ベッド専用のもの サークル兼用のもの
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株式会社 大和屋
愛知県安城市三河安城本町２丁目８番地４
TEL 0566-72-7771
FAX 0566-72-7777

20250909

お問い合わせ：

www.yamatoya-jp.com

service@yamatoya-jp.com
お問い合わせは右のQRコードからも可能です。

＊本書は日本国内においてのみ有効であるとともに、再発行はいたしませんので大切に保管してください。

＊必ずお読みいただき、必要事項をご記入後、お買い上げ伝票または領収書を添付の上、大切に保管してください。
＊品質向上の為、予告なしに一部仕様変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
＊ご返品・ご返金につきましては、ご購入先にお問い合わせください。
＊無償修理対象外の修理につきましては、弊社までお問い合わせください。

 氏　名

電話番号

  住　所

購入店 (店名・住所・電話番号 ) お買い上げ伝票または領収書添付欄

保証期間はお買い上げ日から 1年です。

・保証期間内において、取扱説明書に従った正常な使用状態で故障した場合は、保証規定に基づき
無償対応いたします。ご購入店または弊社へ製品と本保証書をご提示の上、お申し付けください。

・ご購入の製品が、お客さままたは第三者による不適切なご使用・お取り扱いにより、故障・破損・
事故その他不具合が生じた場合、弊社はその責任を負いかねます。

・修理を依頼される際のご持参、宅配便などの料金および諸経費はお客さまにてご負担願います。
・一度ご使用されたものは、原則としてお取り替えできません。
・保証期間内においても次の場合には、原則として有償またはお受けできない場合があります。

保証書

保証規定

(１) 開封後のお客さま都合によるご交換
(２) ご購入もしくは商品受け取り後、１週間を過ぎた内容物の不足
(３) 組み立て中における破損
(４) 製品本体に取り付けられているステッカーなどを剥がした場合
(５) 天然木の自然変色・変形や経年劣化による破損など
(６) 木目や材の性質などによる色合い（風合い）や塗装色のばらつき
(７) ご使用後の木部以外の消耗品 /付属品 (クッション・マット類、付属チェアベルト、組み立て部品など )

に交換を要す場合
(８) アウトレット・リサイクルショップなどでのご購入、第三者からの譲渡品など、いわゆる新品ではない

中古品の場合
(９) お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷
(10) 火災、地震、水害、落雷その他天災による故障および損傷
(11) 一般家庭以外で、業務用などに使用した場合
(12) 商品に瑕疵がなく、通常使用により発生した床や壁などの周辺物への直接または間接のキズ、汚損など
(13) 無償対象外にて発生する宅配便などの諸経費
(14) 製造中止後、必要部品の廃番、あるいは部品供給期間が過ぎた場合
(15) 本保証書の紛失、またはご購入年月日・お客さま氏名などが未記入、あるいは改ざんされている場合


